
す。例えば、 We weren't making any 

progress on the issue， so we decided to 

discuss i1 la1er. i何の進展もないので、この
件については後日話し合いましょう」。これを

スマー卜な表現で言うとWeweren't making 

any progress on 1he issue， so we decided 10 

table it. i何の進展もないので、この件につ
いては棚上げにしましょう」とできます。

table a topicを「ペンディングにする/棚

上げにするJと理解するのは、実はアメリカ英
語です。 Let'stable this proposalで、あれば、

「この提案についてはペンディングにしましょ

う/棚上げにしましょう」の意味になります。

Let's put it on the backburner.のように言う

こともできます。 backburnerとは「ガスレン

ジ」などの後列のバーナーのこと、すなわち

「後回し」の意味になります。

ところが、 Let'stable this proposal.のよう

に、|司じ表現ながら、イギリス英語であれば

「この提案については話し合いましょうJのよ

うに真逆の意味になります口 tableには「棚上

げする/保情にする」と、まるで逆の「机の上

に乗せる」すなわち「議題として提出する/話

し合う」の意味があるのが分かります。

持総長EISTYlE出陸ナピ
/均~e;ni悌;乱tom!c<tte:er

し」利点「退職給付債務な
リスク分担型企業年金、導入広がるか

⑥ よく目にする英語

tableの多様な使いんーの続きです。

⑥今日の会議ですべてのトピックが議題にあが

っています。

During today's meeting， all topics are on the 

table 

• on the table :議題になって、審議中で

[or discussionで、も OK

⑦そのトピックは議題から外れました。

That topic is off the table. 

• o[ [ 1he 1able :話題/議題から外れて

=デイビッド・セイン氏寄稿

くえ⑥

p
 
u
 

ビジネスでよく使われるのがtable a 

10picで=す。この場合1ableは「動詞」になりま

厚
生
労
働
省
が
5
月
、
新
た
な
企
業
年
金
制
度
と
な
る
「
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
」
を
導
入

す
る
た
め
の
関
連
法
改
正
案
を
公
表
し
た
。
企
業
に
と
っ
て
は
運
用
に
伴
う
リ
ス
ク
を
抑
え
ら
れ
、

さ
ら
に
会
計
処
理
に
か
か
る
負
旧
も
低
減
で
き
る
。
従
来
制
度
と
の
違
い
や
、
会
社
側
や
従
業
員

側
が
注
意
す
べ
き
点
を
年
金
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
I
I
C
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
(
東
京
・
港
)
の
中

村
淳
一
郎
社
長
に
聞
い
た
。

一

l
l
Cパ
ー
ト
ナ
ー
ズ
社
長

一

中

村

淳

一

郎
氏

こ
れ
ま
で
の
退
職
給
付

制
度
に
は
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

「
日
本
の
企
業
で
は
約
百
%

が
な
ん
ら
か
の
退
職
給
付
制
度

主な退職給付制度

を
導
入
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

企
業
は
『
退
職
一
時
金
制
度
』

や
『
確
定
給
付
企
業
年
金
制
度

(
D
B
)
』
、
『
確
定
拠
出
年

金
制
度

(
D
C
)
』
と
い
っ
た

仕
組
み
を
市
体
で
、
も
し
く
は

給与比例など一般的な|運用リスクを負う。 退職給付債務を認

DB  I識しなくてはならない

金利分は従業員に運用リスクを移転す

る

将来の財政悪化リスクを固定的な掛け

リスク分担型企業年金|金で負担するo 退職給付債務は原則認

識しなくてよい

キャッシュ負担に波がある。退職事由

による給付額の差をつけられる

運用リスクは従業員にある。退職事出

による給付額の善はつけられない

会社側からみた特徴

組
み
合
わ
せ
て
活
用
し
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
運
崩
り
ス
ク

や
給
付
原
資
の
保
全
な
ど
の
面

で
差
異
が
あ
る
」

「
最
も
起
木
的
な
仕
組
み
で

あ
る
退
職
一
時
金
制
度
は
従
業

員
の
退
職
時
に
会
社
側
が
一
括

で
支
払
う
制
度
だ
。
退
職
一
時

金
制
度
の
一
部
や
全
部
を
他
の

制
度
に
移
行
し
て
い
る
会
社
が

多
い
。
従
業
員
制
点
で
の
デ
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、
年
金
に
よ
る

給
付
が
で
き
な
い
こ
と
や
倒
産

時
な
ど
に
必
ず
し
も
原
資
が
守

ら
れ
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

会
社
側
か
ら
み
れ
ば
、
従
業
員

の
年
齢
構
成
に
よ
っ
て
は
退
職

者
が
一
時
に
集
中
し
、
資
金
負

担
一
が
ぱ
ら
つ
い
て
し
ま
う
火
点

厚
生
労
働
省
な
ど
は
リ
ス
ク
分

担
型
企
業
年
金
の
議
論
を
進
め

て
い
る
(
社
会
保
障
審
議
会
企

業
年
金
部
会
の
資
料
)

マ
l
サ
ー
ジ
ャ
パ
ン

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

日
本
企
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ガ
パ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
最

も
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る

項
目
の
一
つ
が
「
取
締
役
会

評
価
」
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
本
稿
お
よ
び
次
回
は
そ

の
取
締
役
会
評
価
の
要
点
に

つ
い
て
触
れ
た
い
。

筆
者
の
現
場
で
の
経
験
か

ら
、
「
取
締
役
会
評
価
」
の

議
論
は
、
し
ば
し
ば
「
取
締

役
の
ρ

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
4

の
多
様
性
」
の
議
論
に
直
結

し
が
ち
で
あ
る
よ
う
に
思
え

る
。
ま
ず
強
調
す
べ
き
は
、

取
締
役
会
評
価
の
第
一
歩
は

自
社
の
現
況
を
踏
ま
え
た

「
取
締
役
会
に
求
め
ら
れ
る

役
割
の
朋
確
化
」
と
い
う
点

で
あ
ろ
う
。
取
締
役
会
の
役

割
は
告
企
業
の
置
か
れ
て
い

る
状
況
に
よ
り
千
差
万
別
で

あ
る
。
経
邑
環
境
の
変
化
が

相
対
的
に
小
さ
く
、
安
定
的

な
経
常
が
期
待
さ
れ
る
局
同

に
お
い
て
は
、
コ
ン
ブ
ラ
イ

が
あ
る
」
「
会
社
が
外
部
に
年
金
を
積

み
立
て
て
い
く
D
B
は
、
一
般

的
に
従
業
員
に
と
っ
て
最
も
充

実
し
た
什
組
み
と
さ
れ
る
。
例

え
ば
会
社
が
倒
産
し
て
も
そ
の

時
点
で
の
年
金
資
産
は
保
全
さ

れ
、
運
用
担
失
は
会
社
が
紬
塩

す
る
か
ら
だ
。
会
社
は
退
職
一

時
金
制
度
と
比
べ
資
金
負
担
を

平
準
他
で
き
る
一
方
で
、
運
用

リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

結
呆
と
し
て
退
職
給
付
債
務
を

認
識
す
る
必
要
が
あ
り
、
金
利

低
下
な
ど
で
債
務
が
増
え
る
。

費
用
や
負
債
に
イ
ン
パ
ク
ト
が

役割の明確化が第一歩
亀
長
尚
尋
氏

ア
ン
ス
や
財
務
の
専
門
性
に

よ
り
、
最
高
経
常
責
任
者
や

役
員
の
判
断
を
監
倒
す
る
役

割
が
想
定
さ
れ
る
。

一
方
、
経
常
環
境
の
変
伯

が
激
し
く
安
定
的
な
経
営
が

難
し
い
局
面
に
お
い
て
は
、

役
員
の
報
酬
・
評
価
・
(
後

願締投書評i面的プロセス

i臨締強会在評髄する仕組みの構轄では、取締役重量的韓割と義
g重量、在在明確化したうえで、評輔の闘的(Wh的、{習を評価すE
iるが(Whatしどうやって評晒するか(How)在検討するL島義
;喪がある 長

で
て
く
る
」

「
さ
ら
に
D
B
に
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
プ
ラ
ン

(
C
B

プ
ラ
ン
)
と
い
う
形
態
も
あ
る
。

D
B
で
は
給
付
額
を
従
業
員
の

勤
続
年
数
や
成
果
な
ど
の
要
素

を
加
昧
し
て
算
定
す
る
。

C
B

プ
ラ
ン
で
は
こ
れ
に
金
利
変
動

な
ど
の
要
素
を
加
え
て
計
算
す

る
の
が
特
長
だ
。
運
用
り
ス
ク

の
う
ち
、
金
利
な
ど
に
つ
い
て

は
従
業
員
に
リ
ス
ク
移
転
す
る

意
図
が
あ
る
」

「D
C
は
さ
ら
に
リ
ス
ク
を

従
業
員
ヘ
移
し
た
制
度
と
い
え

る
。
個
々
の
従
業
員
が
運
用
し
、

積
み
立
て
不
足
な
ら
減
額

だ」
「
要
件
な
ど
は
現
存
、
企
業

会
計
基
準
委
員
会
(
A
S
B
J
)

が
議
論
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

従
業
員
ヘ

リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年

金
の
導
入
で
注
意
す
る
こ
と
は

何
で
す
か
。

「
仕
組
み
が
難
解
な
だ
け
に
、

会
社
側
が
従
業
員
ヘ
リ
ス
ク
を

き
ち
ん
と
説
明
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
リ
ス
ク
分
担
型
企
業

年
金
で
は
運
国
主
休
は
会
社
に

な
る
が
、
従
業
員
側
が
運
用
に

関
し
て
意
見
す
る
機
会
が
設
け

ら
れ
る
。
従
業
員
側
も
運
同
に

携
わ
る
と
い
う
認
識
を
持
た
な

く
て
は
な
ら
な
い
」

「
現
行
制
度
の
受
給
者
の
扱

い
も
導
入
時
に
決
め
な
く
て
は

継
者
)
指
名
へ
の
関
与
に
よ

り
、
役
員
の
適
切
な
行
動
を

喚
起
す
る
だ
け
で
は
な
い
。

産
業
・
業
界
特
性
等
の
視
点

を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、

会
社
の
重
要
な
経
常
課
題
の

解
決
に
向
け
た
付
加
価
値

(
ア
ド
バ
イ
ス
・
示
唆
)
を

提
供
す
る
役
割
も
求
め
ら
れ

る
。
更
に
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
等
の
新
興
企
業
や
そ
の
作

業
が
不
祥
事
や

経
常
破
綻
等
の

有
事
対
応
を
迫

ら
れ
る
ケ
l
ス

で
は
、
取
締
役

会
が
重
要
課
題

に
つ
い
て
主
体

的
な
経
営
判
断

を
行
う
よ
う
一
求

め
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
よ
う

に
、
取
締
役
会

の
役
割
・
責
務

の
内
符
を
ど
の

レ
ベ
ル
に
設
定

す
る
か
に
よ
っ

て
、
取
締
役
会

How What Why 

リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年

金
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
に
な

り
そ
う
で
す
か
。

「C
B
プ
ラ
ン
と
D
C
の
聞

に
位
置
す
る
も
の
と
考
え
る
と

分
か
り
ゃ
す
い
だ
ろ
う
。
リ
ス

ク
分
担
型
企
業
年
金
で
は
将
来

の
財
政
悪
化
リ
ス
ク
分
の
一
部

を
企
業
が
固
定
さ
れ
た
掛
け
金

と
し
て
上
乗
せ
で
負
担
す
る
仕

組
み
だ
。
残
り
の
リ
ス
ク
分
は

従
業
員
が
負
う
。
積
み
立
て
が

不
足
す
れ
ば
給
付
減
額
に
な

り
、
剰
余
が
生
じ
れ
ば
増
額
で

調
整
す
る
」

「
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金

の
最
大
の
目
玉
は
、

D
C
同
様

に
基
木
的
に
退
職
給
付
債
務
を

計
上
し
な
く
て
よ
い
と
い
う
点

だ
。
企
業
の
資
金
拠
山
が
制
度

導
入
時
の
規
約
に
定
め
ら
れ
て

お
り
、
追
加
の
拠
出
義
務
が
な

い
と
い
う
前
提
が
あ
る
た
め

将
来
の
給
付
額
は
運
用
実
績
に

よ
っ
て
変
動
す
る
。
従
業
員
側

に
有
利
な
点
を
挙
げ
る
と
、
懲

戒
な
ど
退
職
事
由
で
の
減
額
が

な
い
こ
と
が
あ
る
。
会
神
側
は

運
用
リ
ス
ク
な
ど
を
負
わ
な
い

た
め
一
、
退
職
給
付
債
務
の
計
上

は
不
要
だ
」

だ
。
企
業
側
に
と
っ
て
は
、
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
だ
ろ
う
」

新
制
度
を
導
入
す
る
企

業
は
、
増
え
そ
う
で
す
か
。

「
労
使
の
力
関
係
な
ど
で
D

B
か
ら
D
C
に
移
行
で
き
な
か

っ
た
企
業
な
ど
が
、
リ
ス
ク
分

の
説
明
丁
寧
に

な
ら
な
い
。
仮
に
現
行
の
受
給

者
も
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金

の
杵
組
み
に
組
み
込
む
と
す
る

と
、
給
付
額
の
調
整
リ
ス
ク
を

負
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

現
実
的
に
は
受
給
者
を
除
い
た

制
度
導
入
に
な
る
ケ
l
ス
が
多

い
だ
ろ
う
」

「
会
社
側
に
は
最
大
の
利
点

で
あ
る
退
職
給
付
債
務
に
つ
い

て
も
懸
念
が
あ
る
。
実
際
に
積

み
立
て
不
足
に
陥
り
給
付
減
額

を
講
じ
た
際
、
労
使
の
交
渉
次

第
で
は
掛
け
金
の
積
み
増
し
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

全
体
や
個
々
の
独
立
枠
外
取

締
役
に
求
め
ら
れ
る
役
割
・

責
務
、
必
要
な
知
識
・
能
力
・

経
験
等
は
変
わ
っ
て
く
る
。

そ
し
て
、
取
締
役
会
の
構

成
を
評
価
す
る
際
、
単
に
各

取
締
役
の
経
験
・
能
力
に
言

及
す
る
だ
け
で
は
趣
旨
を
満

た
さ
な
い
。
独
立
し
た
立
腸

か
ら
経
営
陣
・
取
締
役
の
経

邑
行
動
を
監
督
す
る
機
能
に

お
い
て
は
、
法
務
・
監
査
等

の
高
い
専
門
性
が
必
要
と
さ

れ
る
。
経
営
幹
部
が
健
全
に

リ
ス
ク
テ
イ
ク
で
き
る
よ
う
一

促
す
機
能
で
は
「
攻
め
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
」
に
対
応
し
た
専

門
性
が
必
要
と
な
る
。
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な
か
む
ら
・
じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う

1

9
9
6年
早
大
商
卒
。
有
限
責
任
監
査

法
人
ト
l
マ
ツ
を
経
て
、
四
年
か
ら
現

職
。
公
認
会
計
上
。

D
C
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
。
日
木
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
l
会
削
究
会

員
。
経
理
や
人
事
、
監
査
業
務
を
ベ
ー

ス
に
、
企
業
の
退
職
給
付
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
を
手
が
け
る
。

担
型
企
業
年
金
の
導
入
を
目
指

す一ケ
l
ス
が
多
く
な
る
の
で
は

な
い
か
。
労
働
組
合
の
力
が
強

い
企
業
で
は
、

D
C
の
導
入
に

抵
抗
感
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

D
B
と
D
C
の
折
衷
案
的
な
要

素
を
持
つ
リ
ス
ク
分
担
型
企
業

年
金
が
妥
協
点
に
な
る
司
能
性

が
あ
る
」
「
実
際
に
経
営
陣
や
人
事
の

年
金
担
当
者
な
ど
が
既
に
リ
ス

ク
分
担
型
企
業
年
金
に
関
す
る

勉
強
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
今
後
は
従
業
員
側
、
労

組
側
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
く

だ
ろ
う
」

う
る
。
労
使
で
合
意
し
た
以
上
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
が

可
能
性
は
捨
て
き
れ
な
い
」

「
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金

は
仕
組
み
が
複
雑
な
だ
け
に
、

コ
ス
ト
や
リ
ス
ク
の
議
論
に
終

始
し
て
し
ま
う
一
恐
れ
が
あ
る
。

退
職
給
付
制
度
は
優
秀
な
人
材

を
確
保
す
る
た
め
の
人
事
戦
略

の
手
段
の
ひ
と
つ
だ
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
制

度
導
入
あ
り
き
と
な
っ
て
し
ま

え
ば
、
会
社
と
従
業
員
の
関
係

を
闇
雲
に
悪
化
さ
せ
る
。
よ
り

良
い
制
度
を
実
現
す
る
た
め
の

契
機
と
し
て
有
効
活
用
す
る
こ

と
を
勧
め
た
い
」

(
聞
き
手
は
比
会
田
悠
佑
)
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